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成
人
式
に
初
め
て
着
た
着
物

に
、
か
っ
こ
よ
さ
を
感
じ
、
ボ

デ
ィ
ボ
ー
ド
の
プ
ロ
志
望
か
ら

一
転
、
伝
統
工
芸
の
普
及
に
乗

り
出
し
た
お
嬢
さ
ん
が
い
る
。

柏
市
の
上
田
紀
子
さ
ん
（
25
＝

写
真
の
女
性
）
で
あ
る
。
友
人

が
集
ま
り
、
着
物
好
き
増
殖
計

画
チ
ー
ム
「
さ
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
発
足
、
着
付
け
教
室
を

開
い
た
。
お
し
ゃ
れ
の
レ
パ
ト

リ
ー
に
着
物
を
と
い
う
わ
け
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
伝
統
文
化
の

中
の
職
人
芸
と
、
そ
の
工
芸
品

に
興
味
を
持
ち
、
現
地
を
尋
ね
、

信
頼
関
係
を
結
び
、
そ
の
紹
介

と
普
及
を
始
め
た
。
「
さ
ら
職

人
展
」
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
。

伝統工芸を紹介し、体験学習も

江戸つまみ細工

40年も江戸つまみ細
工を作り続けているの
は、市川市の穂積和代
さん（66）、千葉県の
伝統的工芸品製作者で
ある。

ちりめんや藍染めな
どの素材を使いかんざ
しだけでなく、バレッ
タやブローチなどの作
品を現代人の感覚に合
うように作っている。
つまみかんざしは江

戸時代から羽二重
（絹）を使用して作ら
れていたという。

結
城
紬
の
織
り
元
を
見
学
す
る
。
無
形
文

化
財
な
の
に
、
裸
電
球
の
下
で
織
っ
て
い
る
。

和
紙
の
職
人
は
、
自
ら
楮
の
苗
を
山
に
植
え

て
い
た
。
職
人
の
技
術
に
は
か
ろ
う
じ
て
伝

承
さ
れ
る
部
分
が
多
い
。

そ
れ
を
柏
に
運
び
、
展
示
・
販
売
し
、
さ

ら
に
職
人
技
術
を
実
演
・
公
開
し
て
も
ら
い
、

実
習
の
講
座
を
開
く
。
こ
う
し
て
「
さ
ら
職

人
展
」
は
、
回
を
重
ね
て
い
る
。
結
城
紬
の

奥
さ
ん
は
、
地
機
（
じ
ば
た
）
を
運
ん
で
き

て
織
っ
て
見
せ
た
。
桶
を
作
る
技
術
も
公
開

さ
れ
た
。
江
戸
つ
ま
み
細
工
で
は
、
華
や
か

な
か
ん
ざ
し
、
ブ
ロ
ー
チ
が
目
の
前
で
出
来

上
が
り
、
参
加
者
を
喜
ば
せ
た
。
結
城
下
駄
、

和
傘
、
江
戸
風
鈴
、
東
京
友
禅
、
房
州
う
ち

わ
な
ど
が
相
次
い
で
紹
介
さ
れ
た
。

「
さ
ら
職
人
展
」
は
、
職
人
の
技
術
の
公

開
・
実
演
と
と
も
に
、
伝
統
工
芸
の
、
柏
か

ら
の
発
信
地
に
な
っ
た
。
発
信
地
は
、
柏
駅

東
口
の
サ
ン
サ
ン
通
り
に
あ
る
寺
島
文
化
会

館
の
１
Ｆ
で
、
常
設
の
よ
う
に
、
毎
月
企
画

さ
れ
て
い
る
。

同
館
は
、
グ
ル
ー
プ
に
活
動
場
所
を
提
供

す
る
文
化
施
設
、
館
長
が
紀
子
さ
ん
の
叔
父

で
、
協
力
し
て
く
れ
る
と
い
う
。

萬祝染めを体験

大漁のときの祝い着という萬祝
（まいわい）。その萬祝染の体験
教室では、千葉県指定伝統的工芸
品の鴨川萬祝染の鈴木幸祐さん
（写真の男性）が指導。のりでか
たどった輪郭の上から色づけを実
習、水洗いを終われば小さい萬祝
染が出来上がる。 いまは大漁を
祝う本来の需要はなく､工芸品とし
て伝わる。

２５歳の女性がスタート１年

連
絡
先

寺
島
文
化
会
館
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